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あらまし：本研究では，体育授業における生徒の学習意欲を，GPS 機器を用いた身体活動データによっ

て評価する手法を提案する．既存の心理尺度である AMPET（64 項目）は回答負担が大きく，日常的な授

業での実施には限界がある．そこで，身体活動の定量的データが学習意欲の代替指標となり得ると仮定し，

サッカーの授業において GPS 測定器を用いた計測と AMPET 調査を実施した．分析の結果，総走行距離

や総消費カロリーが，学習ストラテジーや運動の有能感と有意な正の相関を示すことが確認された．これ

により，GPS データを用いた評価が被験者負担を軽減し，客観的な意欲評価手法として有効である可能

性を示唆した．
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1. はじめに
近年，児童・生徒の運動能力の低下が深刻な社会

的課題となっており，学校教育における体育授業の

重要性が再認識されている．体育授業において，生

徒が自発的に運動に取り組む「学習意欲」を向上さ

せることは，生涯にわたるスポーツ親和性を育む鍵

となる． 現在，学習意欲の測定にはアンケート回答

による心理尺度が広く用いられている．しかし，心

理尺度を測るアンケートは，多大な質問数で構成さ

れており，授業時間内での実施は生徒への負担が大

きく，教員による即時的な評価やフィードバックへ

の活用が困難である． 本研究では，ウェアラブルデ

バイスである GPS 測定器を用いて得られる身体活

動データが，生徒の学習意欲を反映する客観的な代

替指標になり得ると仮定した．本稿では，サッカー

授業における実験を通じ，GPS データと学習意欲尺

度の相関を分析し，被験者負担の少ない評価手法の

構築に向けた検討を行う． 

2. 先行研究
2.1 AMPET 

AMPET は，西田(2)によって開発された尺度である．

AMPET は，体育における学習意欲を「体育におけ

る学習活動を自発的，積極的に推進させ，それらの

学習を一定の卓越した水準にまで到達させようとす

る内発的動機づけ」と定義している．AMPET は独

立した 7 つの下位尺度（学習ストラテジー，困難の

克服，学習の規範的態度，運動の有能感，学習の価

値，緊張性不安，失敗不安）とライスケールから構

成される．各下位尺度とライスケールは 8 項目ずつ

で，全 64 項目の 5 段階式事故評定尺度である． 

2.2 GPS による測定と学習意欲の関係性 

辻本(3)は，体育における評価項目である「授業へ

の取り組み」の定量的な評価方法を確立するための

基礎研究として，GPS 測定器による身体活動データ

と教員による定性評価の関係を明らかにすることを

目的にしていた．結果としては，教員による定性評

価と学生の総走行距離との間に相関がみられた． 

3. 実験方法

3.1 対象と時期

奈良工業高等専門学校の情報科 1 年生及び 3 年生

の学生 41 名を対象に，2025 年 11 月実施のサッカー

授業において実施した． 

3.2 使用機材 

GPS 測定器には「TryOliver」を使用し，各生徒の

ふくらはぎの裏側に装着した．計測項目は，トップ

スピード，走行距離，消費カロリー，各強度の運動

の計 9 項目を取り扱った．

3.3 手順

AMPETの 8尺度 8項目からなる計 64項目の質問

を 5 段階の質問項目を，Microsoft Forms にて用意し，

収集を行った．実験日から 1 週間ほどを締切にし，

回答を依頼した．また，データ収集は授業開始から，

授業終了までを GPS によって測定した． 

3.4 統計解析 

収集したAMPETとGPSの測定結果に対して相関

分析を行い，2 つのデータの関連性を確認した．

また，本研究における統計解析には，R の機能を

グラフィカルユーザインタフェースから利用でき

るようにした EZR(version1.70)を用いた． 

まず，収集した各データの分布を確認するため，

シャピロ・ウィルク検定による正規性の確認を行

った．本検定では，検定統計量 Wが 1 に近いほど

正規分布に近いことを示すが，本研究では有意水
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準を 5%に設定し，P 値が 0.05 未満（p < 0.05）の

場合に正規分布ではない（非正規分布である）と

判定した．  

4. 結果
4.1 データ

シャピロ・ウィルク検定の結果，正規分布に従う

データと従わないデータが混在していた．そのため，

すべての変数感の相関分析において一貫性を保つた

め，ノンパラメトリック検定であるスピアマンの順

位相関係数を用いて評価を行った．なお，すべての

統計解析において，有意水準は 5% (p < 0.05)とした． 

4.2 AMPET と GPS の測定結果の相関関係 

 AMPET と GPS の測定結果の相関関係の分析結果

を行った．結果，いくつかの項目で統計的に意味の

ある相関傾向が認められた．学習ストラテジーと走

行距離との間に有意な正の相関(r=0.32)が認められ

た．また，運動の有能感と総消費カロリーとの間に

有意な正の相関(r=0.316)が認められた．最後に，学

習の価値と最大強度運動との間に有意な正の相関が

認められた．最大強度運動の距離(r=0.38)，最大強度

運動の回数(r=0.342)であった． 

表 1 相関係数 

表 2 p 値 

5. 考察
学習ストラテジーが高い被験者の走行距離が長い

結果は，サッカーの競技特性として，持久力や的確

な判断力が求められる点から，ボールを受けるため

の動きや，守備の時に自陣まで戻ってくる動きなど

を積極的に行っているためであると考えられる．ま

た，刻一刻と変化する状況に応じて適切に発揮され

るオープンスキルが求められる中で，学習に対して

工夫や思考を凝らす生徒ほど，走行距離が増大する

傾向が見られた．そのため，GPS による走行距離の

測定結果は，AMPET の学習ストラテジーの補足指

標になりえる可能性が考えられる． 

運動の有能感が高い被験者の総消費カロリーが高

い結果は，サッカーの競 技特性として，走る，蹴る，

跳ぶといった基本的な運動要素が要求される 中で，

自己の運動能力に対する自信を持つ生徒が，手以外

の様々な身体の 部位を用いる多様な動作を行い，積

極的なプレー参加やボールへの関与頻 度を高め，結

果として身体活動量の増大をもたらしたと考えられ

る．その ため，GPS による総消費カロリーの測定

結果は，AMPET の運動の有能感の 補足指標になり

える可能性が考えられる． 

学習の価値が高い被験者の最大強度走行の距離及

び回数が多い結果は， サッカーの競技特性として，

サッカーがチームゲームであり，組織力を活 かして

自分を上回る相手を撃ち破ることができるという点

から，学習の必 要性を感じている被験者は，勝敗に

関わる局面や，ボールを追うべき場合 に，瞬発的な

最大強度の走行が頻発されたと考えられる．そのた

め，GPS による最大強度走行の測定結果は，AMPET

の学習の価値の補足指標になりえる可能性が考えら

れる．

6. おわりに
本研究では，GPS データを用いることで，生徒に

負担をかけずに体育授業中の学習意欲を客観的に推

定できる可能性を示した．今後の課題として，サッ

カー以外の種目への適用性の検証や，心拍データ等

との組み合わせによる精度向上が挙げられる．
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相関係数 学習ストラテジー 困難の克服 学習の規範的態度 運動の有能感 学習の価値 緊張性不安 失敗不安

トップスピード -0.159 -0.0152 -0.0184 0.0509 0.244 0.0392 0.0294

走行距離 0.32 0.175 -0.0758 0.297 0.162 -0.216 -0.216

総消費カロリー 0.285 0.179 -0.0575 0.316 0.175 -0.193 -0.25

最大強度走行 -0.0736 0.174 -0.0112 0.139 0.38 0.201 0.102

最大強度走行 -0.0542 0.179 -0.0293 0.153 0.342 0.188 0.0754

高強度走行 0.0505 0.019 -0.0768 0.278 0.0197 -0.256 -0.252

高強度行走行 0.0296 0.0646 -0.113 0.276 0.0477 -0.231 -0.284

ジョギング 0.2 0.0805 -0.0839 0.219 0.0807 -0.2 -0.272

歩行 0.28 0.105 -0.0867 0.241 0.196 -0.209 -0.0949

p値 学習ストラテジー 困難の克服 学習の規範的態度 運動の有能感 学習の価値 緊張性不安 失敗不安

トップスピード 0.32 0.925 0.909 0.752 0.124 0.808 0.855

走行距離 0.0411 0.273 0.638 0.0593 0.313 0.174 0.174

総消費カロリー 0.0714 0.263 0.721 0.0444 0.274 0.226 0.114

最大強度走行 0.647 0.278 0.945 0.388 0.0142 0.207 0.527

最大強度走行 0.737 0.263 0.855 0.341 0.0287 0.239 0.64

高強度走行 0.754 0.906 0.633 0.0785 0.903 0.106 0.111

高強度行走行 0.854 0.688 0.481 0.0811 0.767 0.145 0.0717

ジョギング 0.209 0.617 0.602 0.169 0.616 0.209 0.0851

歩行 0.0763 0.512 0.59 0.129 0.22 0.19 0.555
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